
重点目標 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考

①

教務課
研究研修課

【成果指標】
発達や障害特性に応じて、
児童生徒が教科の見方・
考え方を働かせられるよう
な教科指導の実践を行っ
ている。

学校研究や校内研修会等を通して、発達や障害特性
に応じて、児童生徒が教科等の見方・考え方を働かせ
られる授業を行うことができた。

Ａ：あてはまる
Ｂ：ややあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

【Ａ＋Ｂが８０％以上
で達成】

評価者：教員
９月：アンケートで判定
１０月：中間評価分析
１２月末：９月同様のアン
ケートで判定し、最終評
価分析

②

各学部
GIGA推進

【満足度指標】
学校は、児童生徒の発達
や障害特性に応じたICTの
活用を図り、教科指導を
行っている。

授業参観や通信、ホームページ等から、学校は、児童
生徒の発達や障害特性に応じたICT機器の活用を図
り、教科指導を行っている。

Ａ：あてはまる
Ｂ：ややあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

【Ａ＋Ｂが８０％以上
で達成】

評価者：保護者
９月：アンケートで判定
１０月：中間評価分析
１２月末：９月同様のアン
ケートで判定し、最終評
価分析

①

防災実践委員
会
保健安全課

【成果指標】
専門家のアドバイス等を得
て、防災上の課題に対して
改善を行っている。

専門家のアドバイスや研修会からの学びを通して、防
災上の課題に対して、改善をすることができた。

Ａ：２つ以上改善した
Ｂ：１つ改善した
Ｃ：課題を考えたが改善できなかった
Ｄ：あてはまらない

【Ａ＋Ｂが９０％以上
で達成】

評価者：教員
９月：アンケートで判定
１０月：中間評価分析
１２月末：９月同様のアン
ケートで判定し、最終評
価分析

②

各教員 【成果指標】
児童生徒に対して、効果的
な防災教育に取り組んで
いる。

専門家のアドバイスや研修会等からの学びを通して、
場面に応じた防災学習や防災体験を行うことができ
た。

Ａ：あてはまる
Ｂ：ややあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

【Ａ＋Ｂが９０％以上
で達成】

評価者：教員
９月：アンケートで判定
１０月：中間評価分析
１２月末：９月同様のアン
ケートで判定し、最終評
価分析

③

防災実践委員
会
各学部

【満足度指標】
学校は、保護者と連携して
危機管理体制を整備して
いる。

学校が取り組んでいる防災学習や防災体験等につい
て、そのねらいが理解でき、内容に満足している。

Ａ：あてはまる
Ｂ：ややあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

【Ａ＋Ｂが９０％以上
で達成】

評価者：保護者
９月：アンケートで判定
１０月：中間評価分析
１２月末：９月同様のアン
ケートで判定し、最終評
価分析

3

インクルーシブな交
流活動の推進（多様
な人々・地域連携に
よる活動）

①

インクルーシブな交流活動を推
進するため、各学部・学年にお
いて、より積極的に地域とつな
がる活動や様々な人々との交
流活動を展開する。

各学部 各学部においては、地域の学校との交流活動を長年
継続して行ってきた。また、作業製品等の販売活動
も、年に数回行ってきており、継続的な学習活動として
位置付いている。また、こども園や大学との交流も始
まっているが、どちらも受け身から始まった活動であ
る。学校から発信し、出向くような積極的な交流の姿
勢地域に示していく必要がある。

【成果指標】
学部又は学年等におい
て、地域との新たな交流活
動に積極的に取り組んで
いる。

学部又は学年等において、交流活動の意義や共生社
会への参画の視点で、これまでの活動を見直し、より
よい地域との交流活動を計画実施することができた。

Ａ：あてはまる
Ｂ：ややあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

【Ａ＋Ｂが８０％以上
で達成】

評価者：教員
９月：アンケートで判定
１０月：中間評価分析
１２月末：９月同様のアン
ケートで判定し、最終評
価分析

4

業務改善（業務の効
率化）

①

各部（学年）や各課等の業務に
おいて、今一度業務の意義を考
え、より効率的に進めていくため
に、改善意識をもって取り組む。

各学年
各課

昨年は、業務改善として前例踏襲での取り組み方を見
直すように進めたが、十分な成果をあげることはでき
なかった。今後、円滑に業務を遂行していくためには、
今一度業務の意義を考え、限られた人員の中で、効
率的に業務を遂行するための業務内容や手順を見直
し、デジタル化を含めて改善を図っていくことが必要で
ある。

【成果指標】
担当する業務の意義を考
え、業務の効率化を進め
ている。

各課や学年において、それぞれの業務の意義につい
て考え、これまでの取り組み方を見直し、効率化につ
ながる改善ができた。

Ａ：２つ以上行った
Ｂ：１つ行った
Ｃ：見直したが改善はできなかった
Ｄ：できなかった

【Ａ＋Ｂが８０％以上
で達成】

評価者：学年主任・課長
９月：アンケートで判定
１０月：中間評価分析
１２月末：９月同様のアン
ケートで判定し、最終評
価分析
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令和７年度　自己評価計画
石川県立明和特別支援学校

1

教科指導力及び専
門性向上（協働的な
学びと個別最適な学
び、端末等ＩＣＴ活
用）

児童生徒の発達や障害特性を
踏まえて、教科指導における個
別最適な学びの実現に向けて、
専門性の向上を目指す。

昨年度に引き続き、学校研究として「どの子も深く学ぶ
授業づくり」をテーマに授業研究を行う。昨年度の実践
では、全校で成果と課題を共有することができたが、
今年度は、教科指導の研究実践から得た効果的な指
導や工夫を踏まえ、教員一人一人の授業に生かすこ
とに重点を置きたい。

防災力の強化（災害
対策の整備、防災教
育の充実）

学校が抱える防災上の課題に
ついて、専門家からの助言を得
ながら整理し、災害対策の整備
を進める。また、児童生徒に必
要で効果的な防災教育を推進
し、防災への意識を高める。

令和６年能登半島地震を受け、学校の防災について
整理してきた。その中で、備蓄品や備蓄リュックの内容
物の見直し、及び避難時や引き渡し時の教員に求め
られる動きや教職員の防災意識等の課題が浮かび上
がってきた。それらの課題に対し、１つずつ取り組んで
いく必要がある。


